
１．本稿の目的
　本稿では、前稿に引き続き、実験集合住宅NEXT21（以
下、NEXT21）の屋外中間領域における被験者の利用場所
についての分析を行う。
　今回の交流イベントでは、4階と 3階には住戸の中間領
域と連続する場所にカフェスペース（以下、カフェ）設
置している。４階はE住戸の露台に隣接する位置にカフェ
を設置し、3階は C住戸の外土間と隣接する位置にカフェ
を設置している。一方で、屋上と 5階は住戸空間と連続
していない場所にカフェを設置した（図 1）。
　本稿は、NEXT21 の屋外中間領域の利用に対して空間
の連続性という空間的要因がどのように影響したのかを
明らかにすることを目的とする。
２．催し物前後における被験者の利用場所の分析（図 2）
2-1．5階カフェにおける催し物前後（11:00 〜 11:30）
　5階カフェでは、10:30 から約 45 分間バルーンアート
体験を行った。催し物を行っている時間帯は、バルーン
アートの講師を中心に、被験者が入れ替わりながら集まっ
ている様子が見られた。しかし、バルーンアート体験が
終了した直後の 11:30 には被験者が全く残らなかった。5
階カフェは住戸空間との連続性が低かった。前稿で指摘し
た日射の影響の他にも、住戸空間から独立したスペースで
あったことも 5階に被験者が集まらなかった要因と考え
られる。
　一方で、バルーンアート体験を終えた A住戸や E住戸
の居住者が 3階のカフェに移動して集まった。3階カフェ
では、C住戸夫妻が住戸内、外土間、3階カフェを行き来
しながら応対していた。外土間という応対可能な空間が用
意されていたことが利用者が集まった要因と考えられる。
2-2．4 階カフェにおける催し物前後（14:15 〜 14:45）
　4階カフェでは、13:30からE住戸の露台で輪投げを行っ
た。4階カフェと露台が一体的に利用され、子どもが露台
で輪投げを行い、大人がカフェでその様子を見守る光景が
見られた。催し物終了後には、E住戸妻が応対し G住戸夫
妻を住戸内に招き入れる行為もみられた。
　4階カフェは、E住戸の露台に隣接していたこと、E住
戸の居住者が他の被験者の応対を行ったことが、カフェと
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露台が一体的に利用された要因と考えられる。
2-3．3 階カフェにおける催し物前後（15:45 〜 16:15）
　3階カフェでは、15:30 からジャグリングショーを行っ
た。その時には、C住戸の外土間を観客席とし、3階カフェ
と一体的に利用された。催し物終了後にもカフェと外土間
に被験者がとどまっている様子が確認された。
　それ以外にも、３階のブリッジなどからもジャグリン
グ鑑賞している居住者が見られた。また、４階カフェと 5
階カフェからもジャグリングを鑑賞する居住者も見られ
た。NEXT21 の立体街路の立体的な視線のつながりが被
験者の利用場所に影響したと考えられる。
3．結論
•	 3 階カフェや 4階カフェでは、住戸の中間領域と一体
的に利用される様子が確認され、住戸空間とのカフェ
との連続性が中間領域の利用に影響した。

•	 隣接住戸の居住者が他の被験者の応対することで、カ
フェ利用が促進されている様子が確認された。訪問者
の応対空間としての機能を中間領域が持つことも被験
者の利用に対する影響要因の一つと考えられる。
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図 1．各階のカフェの様子
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住戸空間との連続性が低く、「バルーンアート体験」
以降、他のカフェと比較して利用者は少なかった。

11:00 頃には被験者が利用していたが、１日を通じて
被験者の利用は他のカフェより少なかった。

輪投げイベントによって露台とカフェスペースが一
体的に利用された。イベント後にはＥ住戸の居住者
が応対し、G住戸の居住者を住戸内に招き入れた。

ジャグリングイベントで C住戸の外土間を観客席と
し、カフェスペースと一体的に利用された。

図 2．カフェスペース付近の利用者の居場所の詳細
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